
と

会 派 自由民主党

問  日

の

のの上

 年

の・

年・

会 鳥取県

の

答  の 要な課題で る。

地 がなすことをしっかりとし

てい（ ） を継

続する中で人 を る 

（ ）年度 、会

の 加 、的に取り

でい。

と

�

鳥取
会 派 明党

問

の の

のの

の

の

の の

の

答 、がいの 、

理由 、中 を 査し 年度

予算に でるよう進 る。

（ ）業 は、が中

、業 は、 の業

活支援センターが中 にな

り、本的な 分 の

を 支援をしている。

り

鳥取
会 派 自由民主党

問

の

答 を しい 業の

として人 を た

しい業 の ンを

する。業 ータ のー

に られるよう 活環境

を 、 る 業

地の 進本部を改 する。

業も関 る のりか

的 を発展さ 、

ン も 援する

（ ） 委員会、

知事部 、民間 業 とも

し地 課題解決 の 人

に取 。

ů
Ű

会 派 自由民主党

問  の の

行

の

 の

の

答  活事業の要性はし

ており、も必要と てい

る の の な

ども に 的にも が

いものでり、代に即した

ーの設定ということも

る。よ する。

会 派 自由民主党

問  の

 日

の 県の

 の

日 の

答  地 （）との不整

がないように解 を る 

との定期 を 、本

県の知名度を るた の

活 に する。、

などン ン

の を る 県としても日

本 の会をつりたい。

県

鳥取
会 派 自由民主党

問 の

の

取 の 年

の

の取 の

答 ので る予 と

に って認知 予

を全県展開するとともに、元

と福祉の ンの中でも地

を て予 活 を す

る。また、 関 と し

取り の 性を る。

年性認知 の 支援

は、県 ーーで

でるよう したい。

月 会 の議 行

紙 議のの の

地 地にる 的施設の総 整備のた の政 の に関する 4
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ー ー 全ての人がし るよう られた 行。やがいの にかからず、もが な 加で
る 行

会 派 自由民主党

問 の

の

上

の

答 な い御 を い

でいた いている地元の

さ に、寄り添って 事を進

ていかなれならない。

の安全性については、県として

も 続 の で、一定

の調査を たい。

会 派 会派民主

問  の の

編・ 取

 1 の

会 の・

の

の の

答  にして地 の情を

、間の 分 など、

県 で 正な を

る 地 計 改定の必要

がる。、 のた、

との 定を

る。の 間など、

計 を しする。

会
り と

会 派 自由民主党

問  年の

のの

 の

のの1年

の取

答  間の処分 や、鳥取

で 代の をもう一

つし り てい 

り ンの中で

してい。性の平

が下位という課題がってい

るので、課題 や ー

りのやり について

する。

鳥取
会 派 明党

問  � 集

� の

 

 の

可  

の

答  � 知名度を るた

も するなど情

発 に る� 提案は果的、

可 性も り、地元と 議

を進 て たい の開

も を す必要 り 

も て、可 性を調査す

る の とタ を

しながら展開を る。

境港
会 派 自由民主党

問  県

日

会 会鳥取

県  鳥取

県

の

答  のン

の に本県の 援

になって る ン 。

会 を 的に進 る 

ー の が、

する の行

にもつながる。関 と に

りを展開する。また

人 の にも てい。

ů
Ű ű

鳥取
会 派

問  県

の 

 

の

の

の

答  課題解決のた

と をする 人 調査に

要 として

う にすな はかな

と う一 、なら り る

かも。可 性を関 に る。

議 の県議会
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会 派 明党

問 県 会

のの

の

の取

の

県

県 鳥取県の

の の

の

の

の

答 委員会と し に

ついても する。性

は200人の を す。

子

会 派 会派民主

問  

の

の 三

行  

報

答  第 での が

を てる意 も る。もう

し 間を 年度から

を したい に安全性

を かる調査をする必要が

る。の を て、れ

が出 る環境になるか。ど な

ででるか してたい。

鳥取
会 派 会派民主

問 年

の

集 1年

22年� の

答 安 の にを ら

れない。 も事業計

して の を 算する可

性はる。鳥取 と 議す

る。地元の要 がれ �

に い、 との間に

る。

問 県 の の

答 ーや意 を設

する。ー は調整。

鳥取
会 派 会派民主

問  

の日

の の

 

の取

答  （ ）業 の 、

、、部人 登用な

ど取り を進 る。部活 の

り を る必要が

る。 員の土日に地 の一

員としての加は関 と

議する。 取り いの改 を

に ら て 丁寧に

する。

県

会 派

問 鳥取県

県

県

・

の

答 中部の課題として 部と

て の不 がい

で り、を ま、児

の開業 と

が をとる必要がると

う。 はこれからも地

の情にじた

を していよう進 たい。

市 子

鳥取
会 派

問  の

の県  日 回

 の紙

回 会の

会

回 表 

の

の

答  の判断 業

と 議し、要 活 を 議 環

境 全 定の議の場 で

意見 。開 をセンター

に 認中 は鳥

部と 。

は県政 より を 備中。

のの

の 会

の 表
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が や から を るた にり出す 質の総 。として、活性 を する な
用がるとされている

子

会 派 会派民主

問  の

の

県

発  

の

鳥

・ の

答  を る を展開

し、のやこ 改 を進

たい（ ）1日350

の 取を 、やり を

議したい いは に理解。

は施 の でり、

や県の事例 を ま し

たい。

県

鳥取
会 派 自由民主党

問 鳥取

鳥取 の

の

の

答（ 本 ）鳥取

の い出について、な

継 を ており、県 と

して に同し、 によ

る 的な 業を て

いる。人が ったからといっ

て や判断が るもので

はない。 活性 には、

の安全と円 に 意しつつ、

的に取り でい。

県

会 派

問  の

の

の

 県の の

報 の・

の

の の

答  で る 、

しやすいよう 用したい ま

でで いとは決してっていな

い。人情 開 で る

を 査する。

県

会 派 会派民主

問 の年の

上回 行

のの

の

答（ 本 ）民間の

と が する中、必

要な事案に 分 でなな

ることを している。

の を 、 の

を るとともに、な事

案での の出 要 に

、的 に でるよう

の に取り たい。

内

会 派 自由民主党

問 鳥取県 の

の日

の

答 日 の につい

ては から のたり、

の 部 を平 26年

から整備をしている。

はの整備を って必要性

を したい。 のう

ちでも ９号から 31

号 の間、ここはに の

和と安全性の のた

に 位がい 間で

るという うに ている。

と

鳥取
会 派 自由民主党

問  県

 

行 の元  上

県 の

答  県のー ーはか

に りな改 が必要、

的に改 する 

、 決 、

、や県の 度

や補 の活用を っていた

い の や

利用の説明会を計 、

行会 の 地 ーも

中。

県議会 会議 会 の会議

議会日 の県議会
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ーン ー（業部会）

と

会 派 会派民主

問 県の

・ の取

鳥取県 可

答（ ）任 の

中で し、行の かも

している。 場と地 が

同じ意 の下に取 ことが

必要。どもの主 的な び

に本 にがっているのか、

会に行してい がってい

るのかといった でもう一度

をしてる必要がる。

の主 性 自 性を しな

がら かを行ってまいりた

い。

と

内

日
会 派 自由民主党

問  の

の・

の

会

の

 

・

可 の

答  の にして、

をよ ーしてい の

審議結論が出ていないが、自

に 用な が ない

度にするよう要 してい。

会

鳥取
会 派 自由民主党

問 県 の

会 の

の

のの1年

2年

答 うした も て環境

を整 ることが必要になって

た。いいな てを やし

ていることは事 でるが、関

と 議し、らかので解

決を り、地 で れる環

境をつることが期的な解決

になると う。

よ

会 派 自由民主党

問  県の

年 県

の 県のの

の  

年の 会

の

答  年の 、

も に

な 果がった を

るたにも中 の支援

度を したい 支援を し

まず、度こ をと う

と と を っている。

ů
Ű

会 派 自由民主党

問  県 の

 県

の鳥取県

の

の

の

の

答  例 福祉 部 と

か、 のり を し

さ てい。 続可 な

のり を ると

を り 間の調整が必要

でり、この度のの （）

の表が のし いを加

さ ることになると う。

県

境港
会 派 自由民主党

問  のの

取の の

 の

の

答  ーは、な

をもたらす。がいの にか

からず、人 を すること

で全県に てい 、

るさと の 代 と

いう ン で 会計や

に でいるが、の

に してもら るような環境

り、ン についても

してい。

会 鳥取県議会

会 会

鳥取県議会議
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